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神奈川区の地域防災活動の現状    神奈川区二ッ谷町会 防災部長 伊東幸保 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平　成　2　4　年　度

六角橋地域ケアプラザ

地域づくりデビュー講座

　　　　　《　いつか来る？　大震災、
　　　　　　　　　自分と地域の守り方　》

　神奈川区の地域防災活動の現状
　　　　　　　

　　　　　　　神奈川区　二ッ谷町会

　　　　　　防災部長　　伊　東　幸　保

【自　己　紹　介】

１．「防災塾・だるま」　理事

２．神奈川区防災ネットワーク会議　事務局

３．神奈川区二ッ谷町会　防災部長

　　（自主防災組織「二ッ谷町　防災会」を

　　　立ち上げ、現在活動中）

【プ　ロ　グ　ラ　ム】

１．自助・共助・公助とは　！（概略）

２．横浜市の防災対策（公助）

３．「神奈川区防災ネットワーク会議」の活動（共助）

４．二ッ谷町会・防災会の活動状況（共助）

５．防災・減災活動案内

自助・共助・公助　とは　！

【自　助】

　自らが自分・家族を守る為の備えや行動を「自助」と呼び

　これが防災・減災の基本になります。

【共　助】
　近隣の住民同士が、お互いの安全・安心のために協力

　し合う地域活動を「共助」と呼びます。

【公　助】
　市・区を初め、国・県・警察といった公的機関が、日頃から

　防災・減災に向けて行う取組や発災時に行う救助活動等

　の災害対応を「公助」と呼びます。

横浜市は、現「防災計画」見直しに取組む

１．多くの人命が失われた東日本大震災を教訓として

　　物的被害・経済的被害を最小化するため、横浜市

　　の特性を踏まえた「減災に向けたまちづくり」を

　　目指す。

２．「自助」「共助」「公助」の概念に基づき、発災前と

　　災害発生後に、市民１人ひとりは何をすべきか、

　　地域は何をすべきか、行政は何をすべきか、各

　　主体はどう連携し減災、災害対応に取組むべき

　　かを明確化する。　　

首都圏に巨大地震は来るのだろうか！

１．関東大震災
　（１）1923年（89年前）９月１日　１１時５８分
　　　　ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ 7.9　　最大震度 7　、　死者、行方不明　10万5千余名
　　　　　津波は相模湾沿岸、房総半島沿岸部で、高さ10ｍ以上を記録。
　　　　　建物倒壊による圧死もあるが、強風のため火災による死傷者が
　　　　　多数。（200～400年周期と言われている。）

２．ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ 7ｸﾗｽの巨大地震は、何時

　　来てもおかしくない。
　　　日本そのものが地震国で、その上、関東の地下は、４枚のﾌﾟﾚｰﾄが
　　　　衝突する「地震の巣」と言われている。
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横浜市の地震被害想定は！
（平成２４年１０月）

１．基本方針

（１）東日本大震災による被害状況を反映。

（２）ﾌｨﾘﾋﾟﾝ海ﾌﾟﾚｰﾄ上面の深さ（想定より浅い）考慮。

（３）地震動・液状化危険度も考慮。

（４）住宅・道路など都市環境の変化に対応。

　横浜市防災会議の専門委員会として、「横浜市

　地震被害想定専門委員会」を設置した。

元禄型関東地震－１

・横浜市を襲う地震として、①元禄型関東地震

　②東京湾北部地震　③南海トラフ巨大地震

　④慶長型地震　などがある。

・本市に最も大きな被害をもたらす地震として

　「元禄型関東地震」を取り上げ、被災状況を

　見ていく。

元禄型関東地震ー２

１．市内では、震度5～7で、広い範囲で

　　震度6強以上となる。

２．沿岸部の埋立地で液状化の可能性が高い。

３．揺れで34,300棟が全壊、火災で77,700棟

　　が全焼。

４．3,260人の死者が予想され、津波浸水

　　被害も半壊2,760棟が想定される。
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神奈川区の被害想定（元禄型関東地震）

１．建物倒壊による人的被害（12時発生）

　　（死者146人は、中区、南区、西区につぎ４番目）

２．火災による人的被害（18時発生）

　　（死者226人は、南区、中区につぎ３番目）

３．津波による人的被害（12時発生）

　　（津波影響人口1,605人は、西区につぎ２番目）

　　（死者　２人）

＊慶長型地震の場合は、津波影響人口は25,364人

　　で、死者171人で、市内で一番多い。

横浜市民意識調査（平成２３年度）
（○はいくつでも）

１．今後、充実すべきだと思うサービスは？

　①地震などの災害対策（44.9％）

　②病院や救急医療など地域医療（34.5％）

　③高齢者福祉（31.9％）

　④防犯対策（30.6％）

　⑤高齢者や障害者が移動しやすい

　　　まちづくり（25.2％）

　⑥以下３０項目

市政への要望１位（平成元年～２３年）

１．平成　元年～ ４年　 老人福祉対策

２．平成　５年～１４年　 高齢者福祉対策

３．平成１５年～１９年　 防犯対策

４．平成２０年～２２年　 病院や救急医療など

　　　　　　　　　　　　　　 地域医療

５．平成２３年　　　　　　 地震などの災害対策

転倒防止、食料等準備以外の対策
（複数回答可）

１．携帯ラジオ、懐中電灯準備（68.5％）

２．消火器の準備（42.3％）

３．避難場所の確認（38.8％）

４．風呂水のため置き（35％）

５．家族との連絡方法確認（29.1％）

６．日用品の準備（22.7％）

７．貴重品持ち出しの準備（22.3％）

８．保険への加入、預貯金（21.3％）

地域防災拠点の認知度は　？

１．地域防災拠点を知っている　？

　　　高齢者ほど認知度が高く、20～30才台

　　　は、２割台と低くなっている。

２．区別に調べると、「知っている」は

　　①金沢区（50％）　②磯子区（48.3％）

　　③泉区（48.1％）・・⑪神奈川区（39.8％）

３．皆さんは？（ハザードマップ参照）

東日本大震災を見てみよう　！

１．平成２３年　３月　１１日

　　午後　2時　46分

2.　死者　　15,550人　　負傷者5,688人

　　行方不明5,344人　　避難者47~55万人

３．全壊家屋　　　　 107,779戸

　　災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ　　513,700人

横浜市の「津波からの避難に関するガイドライン」

１．横浜市の津波に関するガイドラインは

　　「慶長型地震」をモデルとして作られている。

２．「慶長型地震」とは、1605年に発生した地震

　　で、揺れ(推定震度４以下）はあまり大きく

　　なくても、津波は千葉～九州に至る広範囲

　　で、八丈島（10ｍ）、高知（10～13ｍ）が

　　観測されている。

横浜市の予測される津波高

１．予測される最大津波高　　約4.0ｍ

　　満潮時に到達する海抜　　約4.9ｍ

２．津波警報や避難勧告・指示が出されない

　　場合でも、大きな地震の揺れを感じた時は

　　避難行動をとる心構えが必要です。
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より早く、より高い場所への避難

《避難する目安は　！》

１．海抜５ｍ以上の高台

２．鉄筋コンクリート　鉄骨鉄筋コンクリート造り

　　の頑丈な建物の３階以上を目安に避難

　　して下さい。

３．避難する時は、周囲に声を掛ける、手を

　　引いて逃げる、その場の状況で出来る

　　「助け合い」をしましょう。

横浜市の津波避難対策

１．津波避難施設の指定

　　避難者の受入れについて、一部の民間

　　施設、市立学校、市営住宅等の公共施設

　　を「津波避難施設」として指定しています。

２．海抜表示の設置

　　住民が生活圏において、海抜を認識し

　　「より早く、より高い場所への避難」が出来る

　　よう海抜表示を設置しています。

東日本大震災の動画紹介

１．2011年３月１１日　当日の被害状況

２．１年後の被災地の状況

「神奈川区の防災力向上」を目指す活動

１．区民の「防災活動実践者」が発起人で

　　区役所に働きかけ、「防災ネットワーク会議」

　　を提案した。

２．「防災ネットワーク会議」を立ち上げる為

　　作業部会を組織し、「ネットワーク設立」の

　　ために準備をしてきた。　

　　最初は、区民６名、区役所（総務課）、社協

　　（事務局）で準備がスタートした。

「ネットワーク会議」の活動内容と目的を決める

１．目的は、「神奈川区全体の防災力のレベル

　　アップ」を目指す。

２．まず最初に、何から手をつけるか！

　　２２ヶ所の防災拠点の見直し、充実を図る。

　　その為、拠点の委員長と共同で取組む事

　　にした。

「地域防災拠点」の実情調査

１．神奈川区に２２ヶ所ある「地域防災拠点」に

　　運営マニュアルが整備してあるか調査。

２．マニュアルが無いところ、マニュアルを十分

　　活用していない拠点があることが判明。

３．マニュアル作成の為、活用している拠点を

　　モデルにして、マニュアル作りを体験した。

４．最終的には、地域にあったマニュアルを、

　　拠点ごとに作ることになった。

拠点運営を訓練する為、図上訓練を実施

１．防災拠点周辺の街歩きを行い、緊急事態

　　発生の際の為、街の状況を確認しておく。

２．防災拠点開設の手順を体験する為、

　　図面上で訓練を行う。

　　（拠点を解錠し、避難住民を受入れる。

　　　拠点建物の安全性を確認し、住民を

　　　学校内に収容する　等）
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二ッ谷町会の防災活動取り組み

１．町会の役員全員を防災会のメンバーとして選び、４回の

　　研修会を実施。

　　防災意識が高まってきたところで、「行動できる体制つくり」

　　に入る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２．防災会を５つの班に分け、班毎に研修・訓練を積み

　　重ねて、「防災力アップ」を目指し、活動中です。　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　

　　①情報管理班　　②資機材管理・救出班　　

　　③救護医療班　　④食料物資班

　　⑤要援護班

「自主防災組織（防災会）の組織図」

　　
町会長

班長会
町会3役・防災部・各班長

情報
管理班

資機材管理・
救出班

救護
医療班

食料
物資班

要援護班

１．「防災会」の
　　統括責任者は
　　町会長

２．「防災会」の
　　実行責任者は
　　防災部長

班長会のメン
バーは、21名

防災部長

【情報管理班】

１．町会全世帯の「家族構成調査」
をおこなった。　　

　　①　住民の安否確認に使う。　　
　　　　　　　　　　　

　　②　要援護者の救出にも使う。

２．災害時の情報収集と住民への　
情報伝達。

３．救出活動の指示・補助をおこなう。

４．災害時の住民の避難状況を

　　把握する。

５．大型掲示板設置（情報公開）。

＊構成は、防災部・総務部が中心。

家族構成調査は、個人情報の問題
もあったが、事情を説明したら、皆
さん快く応じてくれた。
調査表配布した８５％回収ができた。
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　　＊被災者を発見し、自分達だけでは救出不可の場合は、

　　　　「救出班」出動を要請する。

B　宅 対策本部

救出班

救出が完了したら、本部へ「救出完了」の報告をする。

被災者発見

トランシーバー
出動要請

出動要請
トランシーバー出　動

防災活動をやることによるメリット！

１．同じ目標に向かって進むことで、強い絆の「仲間」が

　　出来る。　　

２．他の地域の方達と話をし、協力し合える関係が

　　築ける。

３．多くの人と意見を交わすことで、視野を広げていく

　　事が出来る。

４．活動を積み重ね、社会に貢献していると実感する

　　ことが出来る。

【防　災　活　動】とは　！

　　　１．防災リーダーの育成　　　　　　　　　　

　　　２．行政（公助）に提言していく活動

　　　３．地域の防災力向上のための活動

　　　４．被災地支援のボランティア活動

　　　５．要援護者対策に取組む

　　　６．防災拠点運営委員会に参加

　　　７．防災に関する情報提供

１．自分に合うもの
　　を見つける。

２．自分に出来る
　　活動を選ぶ。

１．1人でも多くの方が、「防災活動」に参加して　　　　
　　頂けるよう願っております。

２．防災活動を始めるには、防災仲間を作る
　　ことが大切です。（情報収集、相談相手）

３．新しいことに挑戦するときは、「すぐ行動に
　　移すことが大切」だと思います。
　（「やる気がある」だけでは、やらないのと同じ）

＊３項は私自身、これからも「強く、心がけて
　　　いきたい」と思っています。

１．組織は、動き出す迄が、大変。

２．動き出したら、人間的なつながりを大切に。

　　（協力者が、やる気を無くすような事がない

　　　ように、配慮していく。　これが大切です。）

　　長い間、ご清聴いただき

　　有難うございました。

　　　　　　　　　　　　　　伊東幸保


